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Abstract

都市を発生させ、その都市形状を決定させているのは、企業の立地によって発生する集積効果で
あると考えられる。この集積効果には 2 つの異なったタイプがあると考えられる。一つはその
都市の人口や企業分布によって発生する間接効果、もう一つは立地点によって企業活動のコスト
が直接削減できることに由来する直接効果である。本研究では、これらの集積効果を別々の集積
関数を用いてモデル化し、それぞれのタイプの集積効果が均衡都市形状や最適都市形状に与え
る影響を分析する。
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